
防
災
N
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一 

標
語
　
ひ
と
つ
ず
つ
　
い
い

ね
！
で
確
認
　
火
の
用
心

目
的
　
こ
の
運
動
は
火
災
が
発
生
し

や
す
い
気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層

の
普
及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、
死
傷
事
故
や
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
全

国
一
斉
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

◉
期
間
中
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

　
午
後
７
時
に
町
内
一
斉
に
、
サ
イ

レ
ン
を
３
回
鳴
ら
し
、
火
災
予
防
の

啓
発
を
行
い
ま
す
。

　
毎
年
11
月
の
第
２
日
曜
日
は
あ
い

ち
地
震
防
災
の
日
で
す
。

　
家
具
の
固
定
の
状
況
、食
料・飲
料

水
・
医
薬
品
等
の
備
蓄
物
資
や
防
災

用
具
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
、避
難
場

所
の
位
置
お
よ
び
避
難
経
路
、災
害

時
に
お
け
る
家
族
間
の
連
絡
方
法
の

確
認
な
ど
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　
地
震
・
津
波
の
発
生
時
に
備
え
緊

急
地
震
速
報
の
伝
達
訓
練
を
行
い
ま

す
。

　
こ
の
訓
練
は
、全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト※

）を
用
い
て

全
国
で
行
わ
れ
ま
す
。

訓
練
実
施
日
　
11
月
５
日（
火
）午
前

10
時
ご
ろ

訓
練
内
容

•

防
災
行
政
無
線
お
よ
び
戸
別
受
信

　
機
か
ら
の
放
送

•

町
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
配
信

•

役
場
庁
舎
の
館
内
放
送

※

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、地
震・津
波
や

　
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、

　
国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て

　
瞬
時
に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で

　
す
。

　
大
規
模
災
害
が
起
こ
っ
て
支
援
が

開
始
さ
れ
た
り
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
復

旧
し
た
り
す
る
ま
で
の
数
日
間
は
、

自
分
の
備
え
で
生
き
延
び
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
自
分
に
は
何
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
か
。備
蓄
は
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

普
段
よ
り
少
し
多
め
に
食
料
や
日
用

品
を
買
い
置
き
し
て
お
く
こ
と
も
備

え
と
な
り
ま
す
。自
分
や
家
族
が
生

き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
も
の
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
全
国
か
ら
集
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
付
・
整
理
を
行
い
、
被
災
者
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
結
び
つ
け
る
役
割
を
担
う
「
防
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
令
和
２
年
１
月
26
日
（
日
）、

２
月
２
日（
日
）（
全
２
日
間
）午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時

※

予
備
日
２
月
９
日（
日
）

と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

１
階 

会
議
室

対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

❶
満
15
歳
以
上
の
方

❶
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳

　
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

❷
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付
期
間

❶
11
月
１
日（
金
）〜
令
和
２
年
１
月

　
６
日（
月
）

❷
年
間
を
通
じ
て
受
付

申
込
・
問
合
せ
先
　
自
衛
隊
愛
知
地

方
協
力
本
部 

一
宮
所

　
☎
０
５
８
６（
７
３
）７
５
２
２

11
月
９
日
〜
15
日

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
10
日

あ
い
ち
地
震
防
災
の
日

防
災
行
政
無
線
な
ど
に
よ
る

緊
急
地
震
速
報
訓
練

防
災
豆
知
識

家
庭
で
の
備
蓄
を
進
め
ま
し
ょ
う

自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

海
部
地
方
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

❷
海
部
地
区
の
い
ず
れ
か
の
市
町
村

　
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

❸
講
座
終
了
後
も
防
災
活
動
に
意
欲

　
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
方

内
容
　
愛
知
県
の
防
災
体
制
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
、

被
災
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
対
応
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
用
体
験

な
ど

定
員
　
40
名
程
度

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
費
　
無
料

※

交
通
費
お
よ
び
昼
食
等
は
自
己
負
担

申
込
期
限
　
12
月
６
日（
金
）

申
込
・
問
合
せ
先
　
役
場 

防
災
危
機

管
理
課
　
内
線
１
５
１
・
１
５
２

　
社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
４
４
２
）０
９
９
０

　
自
衛
官
等
募
集
が
行
わ
れ
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

募
集
項
目

❶
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　（
一
般
）

❷
自
衛
官
候
補
生

資
格

種類 対象 補助額

無料
木造住宅
無料耐震
診断

費用の８０％の額
（上限１２０万円）

木造住宅
耐震改修

費用の２分の１の額
（上限２０万円）

耐震シェルター
整備

費用の３分の２の額
（上限２０万円）

木造住宅
除却（解体）

木造住宅耐震化補助事業のご案内
　昭和56年5月31日以前に着工した建物は、地震に対する安全性や耐震性が不足している可能
性があります。町では、住宅の耐震診断・改修等に対して下表のとおり補助制度を設けています。
いつ発生するか分からない大地震に備えて、ぜひご活用ください。
　なお、全ての事業において、補助申請前に事業に着手すると補助の対象となりません。詳しく
は、お問合せください。
問合せ先　役場　都市整備課　内線 164

・昭和５６年５月３１日以前に着工された木造住宅
・在来軸組構法または伝統構法（枠組壁構法（ツーバイフォー等）・木造と鉄骨造などの
　混構造・鉄骨造・コンクリート造は除く）
・２階建て以下の戸建、長屋、併用住宅および共同住宅（借家を含む）
・現に人が住んでいる住宅

・耐震診断の結果、判定値１．０未満（倒壊する可能性がある、倒壊する可能性が高い）と診
　断された木造住宅について、判定値１．０以上（一応倒壊しない）に補強する耐震改修工
　事であること

・耐震診断の結果、判定値０．４未満（倒壊する可能性が高い）であること
・申請年の年度末時点で年齢が６５歳以上の方または身体障害者手帳等の交付を受けた
　方が居住していること

・耐震診断の結果、判定値１．０未満であること
・補助金交付申請を行う前年度までに耐震診断を行っていること

こ
こ
ま
で
の
問
合
せ
先

役
場 

防
災
危
機
管
理
課

内
線
１
５
１
・
１
５
２
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・２階建て以下の戸建、長屋、併用住宅および共同住宅（借家を含む）
・現に人が住んでいる住宅

・耐震診断の結果、判定値１．０未満（倒壊する可能性がある、倒壊する可能性が高い）と診
　断された木造住宅について、判定値１．０以上（一応倒壊しない）に補強する耐震改修工
　事であること

・耐震診断の結果、判定値０．４未満（倒壊する可能性が高い）であること
・申請年の年度末時点で年齢が６５歳以上の方または身体障害者手帳等の交付を受けた
　方が居住していること

・耐震診断の結果、判定値１．０未満であること
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